
　

令
和
7
年
10
月
17
日
㈮
に
、
東
京
都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
5
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
21
回
目
の
開
催
と
な
る
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、
毎
回
、
職
業
会
計
人
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
参
考
と
な
る
事
柄
を
テ
ー
マ
と
し
て
企
画
し
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
学
術
関

係
者
の
方
々
や
職
業
会
計
人
を
目
指
す
学
生
の
方
々
等
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
行
い
、
会
場
参
加
者
約
2
8
0

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
約
3
2
0
名
、
計
約
6
0
0
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
、
後
援
の
T
K
C
全
国
会
、
並
び
に
講
演
や
研
究
発
表
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
午
前
の
部
は
、「
変
容
す
る
働
き
方
と
所
得
区
分
の
境
界
線
」
と
題
し
て
、
T
K
C
近
畿
兵
庫
会
研
究
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ま
か
ら
、
近
年
の
多
様
な
働
き
方
の
急
速
な
拡
大
に
対
す
る
所
得
区
分
の
適
用
の
あ
り
方
に
関
し
、
具
体
例
や
裁
判
例
を
交
え
た
研
究
発
表
が
大
学
院
の
ゼ
ミ

形
式
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
お
一
人
目
は
、「
税
制
の
当
面
の
諸
課
題
」
と
題
し
て
、
財
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
の
岩
佐
理
様
か
ら
、
税
制
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
課
題
や

高
市
早
苗
自
民
党
総
裁
（
当
時
）
が
導
入
を
検
討
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
「
給
付
付
き
税
額
控
除
」
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
お
二
人
目
は
、「
税
法
規
定
の
複
雑
化
と
解
釈
」
と
題
し
て
、
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
吉
村
政
穂
様
か
ら
、
租
税
回
避
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
税
法
が

複
雑
化
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
裁
判
例
を
紹
介
し
解
説
い
た
だ
き
、
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
の
税
理
士
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

T
K
C
税
務
研
究
所
は
、
今
後
も
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
、
税
務
の
質
疑
に
関
す
る
国
内
最
大
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「
税
務
Q
&
A
」

の
充
実
、「
租
税
判
例
研
究
会
」
の
実
施
、『
T
K
C
税
研
情
報
』
の
発
刊
を
は
じ
め
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
税
務
情
報
等
の
提
供
を
通
じ
て
、
職
業
会
計
人
の
皆
さ

ま
、
学
術
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
5
」
の
開
催
に
つ
い
て

Ｔ
Ｋ
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税
務
研
究
所
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